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キ
リ
ス
ト
に
お
け
る 

兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん  

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
の
自
発

教
令
『
信
仰
の
門
』
の
呼
び
か
け
に
応

え
て
、
わ
た
し
た
ち
は
全
世
界
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
と
も
に
、今
日
か
ら「
信

仰
年
」
の
歩
み
を
始
め
ま
す
。  

現
代
の
日
本
の
社
会
に
は
、
少
子
高

齢
化
、
経
済
の
低
迷
、
家
族
関
係
や
人

間
関
係
の
問
題
、
い
じ
め
、
自
死
、
原

発
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ

り
、
多
く
の
人
が
悩
み
や
苦
し
み
を
抱

え
て
生
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
生

き
る
意
味
と
救
い
を
求
め
る
声
な
き
叫

び
が
満
ち
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
そ

の
中
で
、
信
仰
と
い
う
尊
い
た
ま
も
の

を
受
け
た
わ
た
し
た
ち
は
、「
主
の
も
と

に
と
ど
ま
り
、
主
と
と
も
に
生
き
よ
う

と
す
る
決
断
」（
『
信
仰
の
門
』
10
）
の
う

ち
に
、
自
ら
の
言
葉
と
行
い
で
信
仰
を

あ
か
し
す
る
よ
う
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。  

わ
た
し
た
ち
自
身
が
ど
の
よ
う
に
信

仰
の
喜
び
を
生
き
て
い
る
か
、
信
仰
か

ら
来
る
希
望
と
愛
を
い
だ
い
て
い
る
か

を
問
い
直
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
２
０
１

１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と

福
島
第
１
原
発
事
故
は
、
多
く
の
犠
牲

者
・
被
災
者
・
避
難
者
を
生
み
出
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、

わ
た
し
た
ち
の
信
仰

と
生
活
の
あ
り
方
を

大
き
く
問
い
直
す
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
多
く
の

教
会
や
信
者
の
方
々

が
、
信
者
の
少
な
い

被
災
地
で
復
興
支
援

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
支
援
を
し
た
い
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
現
地
に
赴
き
ま
す
が
、
か
え

っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
「
寄
り
添

う
大
切
さ
」「
一
緒
に
生
き
る
喜
び
」「
未

来
へ
の
希
望
」
を
教
え
ら
れ
る
体
験
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体

験
を
通
じ
て
、
神
が
わ
た
し
た
ち
の
信

仰
に
新
た
な
光
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。  

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
「
信
仰
年
」
を

通
し
て
、
も
う
一
度
信
仰
の
恵
み
を
見

つ
め
直
す
旅
に
招
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
わ
た
し
た
ち
は
祈
り
、
神
の
こ
と

ば
（
聖
書
）、
感
謝
の
祭
儀
を
通
し
て
自

分
の
信
仰
を
深
め
る
よ
う
励
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
信
仰
の
道
は
た
っ
た
一
人
で

歩
む
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
徒
も
修

道
者
も
司
祭
も
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち

司
教
団
も
、
同
じ
信
仰
の
道
を
歩
む
者

で
す
。
互
い
に
支
え
合
い
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
謙
虚
さ
と
勇
気
を
も
っ
て

新
た
に
「
信
仰
の
門
」
に
入
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。  

｢

道
で
あ
り
真
理
で
あ
り
命
で
あ
る｣

(

ヨ
ハ
ネ
14･

６)

主
イ
エ
ス
は｢

信
仰
の

創
始
者
・
完
成
者｣

(

ヘ
ブ
ラ
イ
12･

２)

で

あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
信
仰
の
最
高
の

導
き
手
で
す
。
主
イ
エ
ス
に
従
い
、
希

望
を
も
っ
て
信
仰
の
旅
路
を
共
に
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。  

聖
母
マ
リ
ア
の
取
り
次
ぎ
を
願
い
な

が
ら
、
主
イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
が
わ
た
し

た
ち
の
歩
み
を
守
り
導
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。  

２
０
１
２
年
10
月
11
日  

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団  

▼
10
月
11
日
か
ら
信
仰
年
が
始
ま
っ

た
。
年
間
の
行
事
で
あ
ろ
う
と
週
間
で
あ

ろ
う
と
具
体
的
な
活
動
は
お
お
よ
そ
見
当

は
つ
く
が
、
こ
と
信
仰
年
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か

と
考
え
て
し
ま
う
。
司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
の
低
迷
、
家
族
関
係

や
人
間
関
係
の
問
題
、
い
じ
め
、
自
死
、
原
発
問

題
な
ど
の
真
っ
只
中
に
生
き
て
い
る
と
し
、
そ
ん

な
中
に
あ
っ
て
も
私
た
ち
は
信
仰
に
生
き
る
も

の
と
し
て
「
自
ら
の
言
葉
と
行
い
で
信
仰
を
あ
か

し
す
る
よ
う
に
招
か
れ
て
い
ま
す
」
と
励
ま
す
。

課
題
山
積
の
中
で
「
信
仰
の
喜
び
を
生
き
る
」
と

い
わ
れ
て
も
▼
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

「
60
年
以
上
に
わ
た
っ
て
欧
州
に
お
け
る
平
和

と
和
解
、
民
主
主
義
と
人
権
の
向
上
に
貢
献
し

た
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
過
去
に
大
き
な
独
仏

戦
争
を
繰
り
返
し
た
大
国
が
協
力
し
て
加
盟
27

か
国
を
引
っ
張
っ
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
る

▼
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
著
名
な
国
際
政
治
学
者
は
、

欧
州
か
ら
見
れ
ば
日
本
も
中
国
も
同
じ
ア
ジ
ア

の
二
つ
の
国
で
し
か
な
い
。
協
力
す
る
こ
と
で
繁

栄
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
、
と
い

う
。
Ｅ
Ｕ
各
国
に
自
国
の
立
場
に
つ
い
て
理
解
し

て
も
ら
お
う
、
国
際
司
法
裁
判
所
で
さ
ば
い
て
も

ら
お
う
な
ど
と
言
っ
て
も
、
利
害
の
な
い
立
場
の

人
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
ど
ち
ら
で
も

良
い
事
だ
▼
哲
学
者
森
有
正
は
「
平
和
問
題
を
平

和
そ
の
も
の
か
ら
議
論
し
て
も
何
も
得
ら
れ
な

い
」
と
い
う
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
生

活
の
現
場
で
何
を
す
れ
ば
関
係
が
良
く
な
る
か

を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
指
摘
す

る
。「
平
和
を
実
現
す
る
人
は
幸
い
だ
」
と
言
わ

れ
る
み
こ
と
ば
は
超
人
的
な
何
か
を
せ
よ
と
い

う
手
の
届
か
な
い
モ
ッ
ト
ー
で
は
な
い
▼
平
和

の
大
切
さ
を
声
高
に
叫
ぶ
人
を
警
戒
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
平
和
は
自
国
の
損
な

わ
れ
た
権
利
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
相
手
の
こ
と

を
注
意
深
く
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
だ
。

そ
れ
は
自
虐
的
な
国
家
観
な
ど
で
は
な
い
。(

守) 

《信仰年》2012.10.11～2013.11.24 

信
仰
に
あ
ら
た
な
光
を
！ 

２
０
１
１
年
10
月
16
日
（
日
）、
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
は
、
サ
ン
ピ
エ
ト

ロ
大
聖
堂
で
司
式
し
た
ミ
サ
の
説
教
で
、
特
別
年
の
「
信
仰
年
」
の
開
催
を
発
表
し

た
。「
信
仰
年
」
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
開
幕
50
周
年
、
ま
た
『
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
発
布
20
周
年
の
２
０
１
２
年
10
月
11
日
に
始
ま
り
、
２
０

１
３
年
11
月
24
日
の
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日
で
終
わ
る
。
教
皇
は
自
発
教
令

『
信
仰
の
門
―
「
信
仰
年
」
開
催
の
告
示
』
を
発
布
し
、「
信
仰
年
」
開
催
の
理
由
・

目
的
・
方
針
を
説
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
の
司
教
団
は
全
信
徒
に
向
け
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。 

生命の泉 

四角形で示される区画の中で、

教会を象徴する船が波の上を進

む。 船のメーンマストの十字架

とともに、3つの帆が、キリスト

を表す3文字（IHS）をかたどる。 

 帆の背景の太陽は、IHSの 3文

字とともに聖体を示す。 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
「
信
仰
年
」
メ
ッ
セ
ー
ジ 

〜
信
仰
の
恵
み
を
見
つ
め
直
す
旅
に
招
か
れ
て
〜 



 
（２） 

「
宗
教
者
九
条
の
和
」

主
催
に
よ
る
「
輝
か
せ
た

い
憲
法
第
九
条
」
と
題
す

る
「
第
８
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
平
和
巡
礼
in

仙

台
」
が
、
９
月
29
日
、

元
寺
小
路
教
会
で
開
催

さ
れ
た
。
東
京
、
大
阪
な

ど
各
地
か
ら
の
多
宗
教
、

教
派
の
方
が
150
人
以
上

参
加
し
、
12
時
半
か
ら
熱
気
の
こ
も
っ

た
真
剣
な
集
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

司
会
者

の
開
会
宣

言
の
後
、
カ

ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和

協
議
会
担
当
司
教
谷
大

二
司
教
が
「
脱
原
発
は

核
廃
絶
と
結
び
つ
い
て

い
る
。
憲
法
９
条
の
精

神
を
世
界
に
広
げ
る
こ

と
が
、
脱
原
発
、
核
廃

絶
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
の
後
、
東

日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
行
方
不
明
の

方
々
の
た
め
に
、
１
分
間
の
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
平
賀
徹
夫
仙
台
教
区
司
教

が
歓
迎
の
言
葉
、
続
い
て
奥
山
仙
台
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。 

講
演
は
「
原
発
と
憲
法
九
条
‐
広
島

原
爆
10
万
倍
の
放
射
能
と
ど
う
向
き

合
う
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一

橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授 

所 

源
亮(

と
こ
ろ 

げ
ん

す
け
）
氏
が
わ
か
り
や
す
く
、
自
分
が
実

践
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
話
さ
れ

た
。
ま
ず
、
最
低
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
原
発
の
こ
と
を
話
す
と

前
置
き
さ
れ
た
上
で
、
「
原
発
は
原
爆

と
同
じ
危
険
性
が
あ
り
、
原
爆
よ
り
危

険
。
原
発
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
電
気

量
は
不
足
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
か
え
っ

て
、
原
発
に
よ
っ
て
、
高
い
電
気
代

を
払
っ
て
い
る
。 

原
発
が
発
す
る
ゴ
ミ
を
安
全
に

処
理
す
る
方
法
は
な
い
。
福
島
第
一

原
発
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
、
広
い
地
域
が
汚
染
さ
れ

た
。
日
本
に
原
発
建
設
の
立
地
条
件

に
合
致
す
る
場
所
は
ど
こ
に
も
な

い
」
。 

所
氏
は
、
福
島
原
発
事
故
以
来
、

住
ま
い
を
岐
阜
に
移
し
て
生
活
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
そ
の
岐

阜
も
、
福
井
県
・
大
飯
原
発
が
事
故
を

起
こ
せ
ば
、
23
分
で
危
険
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
、
常
に
「
23
分 

ふ
る
さ
と

が
な
く
な
る
」
と
書
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

身
に
着
け
て
お
り
、
こ
の
日
も
、
途
中

か
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
話
さ
れ
る
姿
が
、

何
よ
り
も
原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え

る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
姿
で
、
毎
週
、

駅
前
で
「
明
日
放
射
能
で
死
ぬ
よ
り
、

今
日
立
ち
上
が
ろ
う
」
と
人
々
に
訴
え

て
お
ら
れ
る
そ
う
だ
。 

終
了
後
、
参
加
者
た
ち
は
、
市
内
を

デ
モ
行
進
し
て
、
憲
法
９
条
の
精
神
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。 

  なぜ信じ、誰を信じ、何を信じているのか 

司教 平賀徹夫 
 「  信仰年」が始まりました。「『信仰年』は、世の唯一の
救い主である主に対する誠実で新たな回心への招きです（自発教

令『信仰の門』（６）」と教皇様は全世界に向けて発表し、「わたし

たちは、教会が忠実に伝えてきた神のことばと、弟子たちを生か

すために与えられたいのちのパンの味を再発見しなければなりま

せん」と勧めています（同３）。新たな回心のためには、神の言葉

である聖書をあらためて深く味わうこと、そして、私たちを生か

すために与えられたいのちのパン（聖体）の意味をあらためて深

く味わうことが土台となる、ということでしょう。神のことばに

養われいのちのパンに力づけられる最も良い場として私たちには

聖体祭儀（ミサ）があります。ミサへの参加はただの義務ではあ

りません。それは私たちの命の源泉への回帰であり、それなくし

ては信仰もいのちもやせ細ってしまうのです。 

教皇様は同時に、「過去においては、信仰の内容と、信仰から

霊感を受けた価値観に訴えることも広く受け入れられていまし

た。しかし、現代においては…、同じことをいうことはできませ

ん。信仰の深刻な危機が多くの人々に影響を及ぼしているからで

す（同２）」と警鐘を鳴らしています。“信仰の深刻な危機”とい

う警鐘は、欧米のいわゆるキリスト教国に向けられているだけで

はなく、キリスト信者がまったくの少数派である日本の、あるい

は仙台教区の、私たち教会にも当てはまるのではないでしょうか。

教会の中で、「信仰によって生きる」意識が弱まり、信仰への関心

も薄れているなどという状況はないと言えるでしょうか。 

信仰年にあたって日本の司教団は、「キリスト者は、祈りや日々

の生活をとおして信仰体験を深めるだけでなく、なぜ信じ、誰を

信じ、何を信じているのかを常により深く悟り、どう生きている

のかを絶えず振り返る必要があります」と呼びかけています。こ

の「なぜ、誰を、何を」は一人で思い巡らすよりも、家族が集ま

ったときやグループでの会合・勉強会などで意見や思いを分かち

合うなら、その実りははるかに豊かなものになるでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11
月
・
12
月 

 

11･

3
㊏ 

川
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
保
育
園 

4
〜
5
部
落
差
別
人
権
委 

全
国
会
議 

6
㊋ 

司
祭
評･

定
例
会･

司
祭
団
・
役 

 

9
〜
10
東
北
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
校 

研
修
会 

 

11
㊐ 

い
わ
き
教
会 

 

13
〜
16 

日
韓
司
教
交
流
会 

17
㊏ 

ス
ペ
ル
マ
ン
病
院
追
悼
ミ
サ 

18
㊐ 

久
慈
教
会
ト
マ
師
追
悼
ミ
サ 

20
㊋ 

使
徒
職
協
力
者
の
会 

24
㊏ 

横
浜
教
区
宣
教
150
年 

27
㊋ 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

28
㊌ 

淳
心
会
創
立
150
年 

30
㊎ 

全
ベ
ー
ス
会
議 

 
 
 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
会
議 

12
・
1
㊏ 

社
会
司
教
委
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

  

3
〜
4
仙
台
教
区
司
祭
の
集
い 

 

7
㊎ 

部
落
差
別
人
権
委
員
会 

8
〜
9 

松
木
町
教
会
・
堅
信
式 

11
㊋ 

司
祭
評
役
員
会
・
司
祭
団
役 

15
㊏ 

信
仰
養
成
講
座 

16
㊐ 

西
仙
台
教
会 

19
㊌ 

社
会
司
教
委
員
会 

22
㊏ 

ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校 

23
㊐ 

郡
山
教
会 

25
㊋ 

降
誕
祭 

司
教
日
程 
明明
日日
放放
射射
能能
でで
死死
ぬぬ
よよ
りり
、、
今今
日日
立立
ちち
上上
がが
ろろ
うう  

第
８
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
平
和
巡
礼
in
仙
台 

【
司
祭
異
動
】 

 

福
島
県 

10
月
１
日
付 

氏
家 

和
仁 

司
祭
館
付(

い
わ
き
教
会
協
力)

 

宮
城
県 

11
月
１
日
付 

ポ
ー
ル
・ト
ー 

仙
台
中
央
地
区
協
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（
新
任
） 



（３） 

 

 

10
月
８
日
の
朝
は
快
晴
。

参
加
者
は
160
人
を
超
え
、
司

教
様
は
じ
め
司
祭
９
名
の
豪

華
版
に
な
り
ま
し
た
。 

準
備
段
階
で
は
、
玄
関
の

混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
土

足
入
場
に
。
聖
堂
に
は
130
名

の
席
を
置
き
、
中
庭
に
テ
ン

ト
を
二
張
設
置
し
30
名
分
の

席
を
用
意
し
ま
し
た
。
聖
堂

の
窓
を
２
か
所
外
し
聖
堂
と

の
一
体
感
を
作
り
、モ
ニ
タ
ー
、ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
し
立
派
な
サ
ブ
聖
堂
に
な

り
ま
し
た
。
午
前
10
時
、
司
教
様
の
声

が
、
聖
堂
と
テ
ン
ト
聖
堂
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。
聖
歌
の
声
、
聖
書
朗
読
が
す

べ
て
新
鮮
で
、
共
同
祈
願
も
自
分
た
ち

で
作
成
し
た
新
し
い
200
年
に
向
か
っ
た

第
一
歩
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
し
た
。

平
賀
司
教
様
の
説
教
で
、
10
月
11
日

よ
り
信

仰
年
が

始
ま
る

こ
と
を

告
げ
ら

れ
、個
々

に
信
仰

を
見
直

し
、
イ
エ

ス
様
の

心
を
し
っ
か
り
受
け
取
り
、
そ
れ
を
他

の
人
に
伝
え
る
こ
と
で
日
々
を
過
ご
す

よ
う
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
聖
体
拝
領
は

司
教
様
か
ら
一
人
一
人
直
接
頂
く
お
恵

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ミ
サ
後
の
祝
賀
会
に
は
、
福
島
県
内

の
各
教
会
か
ら
も
52
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
祝
辞
は
100
年
前
に
教
会
を
設

立
し
て
く
だ
さ
っ
た
ダ
リ
ベ
ル
神
父
様

の
所
属
さ
れ
て

い
る
、
パ
リ
外
国

宣
教
会
の
管
区

長
シ
ェ
ガ
レ
・
オ

リ
ビ
エ
神
父
様

か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
ダ
リ
ベ
ル

神
父
様
は
、
鶴
岡

教
会
、
山
形
教
会

を
経
て
白
河
教

会
に
１
９
１
２

年(

明
治
45
年)

に
着
任
し
ま
し
た
。

次
々
来
賓
の
神
父
様
修
道
会
の
皆
様
の

紹
介
後
、
大
竹
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
で
和
や
か
に
会
食
い
た
し
ま
し
た
。

出
し
物
の
圧
巻
は
日
曜
学
校
の
手
話
を

交
え
て
の
コ
ー
ラ
ス
で
す=

写
真=

。
ア
ン

コ
ー
ル
に
も
応
じ
会
場
の
方
の
盛
大
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
限
り
当
教
会
は
安

泰
で
す
。
ま
た
今
日
の
為
に
村
田
佳
代

子
さ
ん
よ

り
白
河
の

殉
教
地
吊

る
し
場
の

状
況
を
表

し

た

、

「
鶴
芝
の

栄
光
」
と
言
う
題
名
の
絵
画=

写
真
右=

を
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
披
露
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
あ
い
よ
い
よ
白
河
教
会
は
、
一
時

中
断
し
て
い
た
信
徒
館
建
設
に
向
か
っ

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

（
広
報
部
長 

川
井
田 

元
） 
 

今
年
の
10
月
20
日
で
、
コ

ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
修
道
院
（
以
下
Ｃ

Ｎ
Ｄ
）
は
、
日
本
宣
教
80
年

を
迎
え
ま
す
。 

今
か
ら
80
年
前
、
１
９
３

２(

昭
和
７)

年
頃
は
、
教
皇
ピ

オ
11
世
が
、
「
ア
ジ
ア
に
福

音
を
述
べ
よ
」
と
し
き
り
に

呼
び
か
け
て
お
ら
れ
た
時
代

で
す
。
多
く
の
修
道

会
、
宣
教
会
が
こ
れ

に
応
え
ま
し
た
。
Ｃ

Ｎ
Ｄ
総
顧
問
会
も
、

い
く
つ
か
の
候
補
地

の
中
か
ら
、
祈
り
の

う
ち
に
熟
考
し
、
日

本
を
選
び
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
ド
ミ
ニ
コ

会
管
区
長
Ｅ
・
ラ
ン

グ
レ
師
が
、
福
島
を

指
定
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

先
発
の
５
人
の
カ
ナ
ダ
人=

写
真=

が

指
名
さ
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
か
ら
鉄
道
で
５
日
か
け
て
北

米
大
陸
を
横
断
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か

ら
船
で
太
平
洋
を
渡
り
、
つ
い
に
出
発

の
日
か
ら
18
日
目
に
、
福
島
に
到
着
し

ま
し
た
。 

シ
ス
タ
ー
ズ
は
新
町
の
仮
住
ま
い
で
、

さ
っ
そ
く
新
し
い
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

記
録
を
見
る
と
、
大
笑
い
す
る
よ
う
な

珍
事
件
の
続
発
で
（
紹
介
す
る
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
の
が
残
念
）
、
日
本
語
の
話

せ
な
い
５
人
の
彼
女
た
ち
と
、
昭
和
初

期
の
福
島
の
信
者
さ
ん
た
ち
と
の
ご
縁

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

出
来
る
こ
と
か
ら
ま
ず
始
め
た
彼
女

た
ち
は
、西
洋
料
理
教
室
を
開
い
た
り
、

混
声
の
聖
歌
隊
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
聖
歌

を
指
導
し
た
り
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

ほ
ど
な
く
、
声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
英
語
や

仏
語
な
ど
の
レ
ッ
ス
ン
を
頼
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
般
の
日
本
人
と
の
触
れ

合
い
が
広
ま
り
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら

の
応
援
の
会
員
も

次
々
と
到
着
し
、
日
本

人
の
入
会
希
望
者
も

出
始
め
ま
し
た
。 

１
９
３
５(

昭
和

10)

年
、
現
在
の
花
園

町
に
土
地
を
買
い
、
修

道
院
を
建
て
、
診
療
所

と
幼
稚
園
を
開
き
ま

し
た
。
…
そ
こ
か
ら

揚
々
と
拡
張
す
る
は

ず
で
あ
っ
た
神
の
国
は
、
第
２
次
世
界

大
戦
と
い
う
思
い
が
け
な
い
出
来
事
に

よ
っ
て
、
修
道
院
建
物
の
接
収
、
シ
ス

タ
ー
ズ
へ
の
立
ち
退
き
命
令
と
会
津
若

松
で
の
軟
禁
、
そ
し
て
１
９
４
５(

昭
和

20)

年
の
福
島
帰
還
と
活
動
の
再
開
と

い
う
数
奇
な
道
を
た
ど
り
ま
し
た
。
こ

の
期
間
に
、
病
死
し
た
り
、
カ
ナ
ダ
に

送
還
さ
れ
た
り
と
い
う
シ
ス
タ
ー
も
い

ま
し
た
が
、
数
名
の
カ
ナ
ダ
人
と
、
新

た
に
入
会
し
た
日
本
人
シ
ス
タ
ー
ズ
が
、

果
敢
に
福
音
宣
教
を
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
が
、
今
日
の
桜
の
聖
母
学
院
の
始
ま

り
で
す
。 

最
初
の
５
人
の
Ｃ
Ｎ
Ｄ
会
員
が
福
島

の
地
を
踏
ん
だ
、
そ
の
同
じ
日
、
同
じ

時
間
に
、
平
賀
司
教
様
に
よ
り
、
感
謝

の
ミ
サ
を
さ
さ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

仙
台
教
区
と
、
地
域
の
皆
様
の
お
導

き
と
、
お
支
え
に
包
ま
れ
て
、
今
後
も

つ
つ
ま
し
く
、
元
気
に
歩
ん
で
行
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

福
島
修
道
院 

Sr.
笠
原 

節
子 

白河教会１００周年 

カ
ト
リ
ッ
ク
白
河
教
会
（
主
任
・
田
中
丈
夫
神
父
）
は
、
１
９
１
２
年

（
大
正
元
年
）ダ
リ
ベ
ル
神
父(

パ
リ
外
国
宣
教
会)

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、

今
年
100
周
年
を
迎
え
た
。
聖
堂
は
旧
東
北
電
灯
会
社
か
ら
約
100
年
前
に

買
い
受
け
た
も
の
。
信
徒
数
約
180
人
（
名
簿
上
）
、
普
段
の
主
日
ミ
サ
に

は
約
60
人
前
後
。
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
元
気
で
、
家
庭
的
な
教
会
。
10

月
８
日(
月
・
体
育
の
日)

平
賀
徹
夫
司
教
は
じ
め
福
島
県
内
の
教
会
か
ら

の
参
加
者
も
含
め
160
余
名
が
参
加
し
、
祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
た
。 

ＣＮＤ修道会日本宣教８０周年 

最初の修道院（震災被害等により、解体） 



 
（４） 

 

 

 

 

 

 

青森藤幼稚園     12・4・27 

全ての被災した方のためにお祈りします。

「今日 そして 明日」 

一日一日を大切に 

過ごしていけますように。 

 

 

 

 

 

 
青森明の星短期大学 

     12・4・25 
共に歩む…このことばの意味がわか

りました。そして、こんなに多くの仲

間がいたことがわかりました。 

神さま、被災された方にあなたの愛の

力強さを示してください。 

支援を待っている方に、私たちが寄り

添うことが出来るように導いて下さ

い。 

私たちも支援の輪に加わり、被災され

た方々を支える力になれますように。 

特に大学生のボランティアに目を注

ぎ、私たちができることは何かを教え

てください。 

 
 
 
 
浪打教会    12・4・29 

神は決して見捨てることはない。 

命をかけて 命を招いて下さった方

を 信じて歩みます。 

私たちは 主においてひとつ 

被災された方と共に復興の道を 

歩ませてください。 

松
丘
教
会 

 
 
 

12
・
４
・
28 

未
曽
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
持
つ
仙
台

教
区
の
共
同
体
の
一
員
と
し
て
、
私
た
ち

は
、
今
日
の
祈
り
を
通
じ
て 

被
災
者
、
特
に
老
人
、
障
害
者
、
病
人
の

方
々
と
の
絆
を
、
ま
す
ま
す
固
い
も
の
と

し
、
悩
み
苦
し
み
の
中
に
も
、
一
歩
一
歩

聖
霊
の
光
の
中
へ
、
復
興
を
信
じ
て
歩
み

出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
、
心
を
寄
せ

て
祈
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
殉教者聖ｹﾞｵﾙｷﾞｵのﾌﾗﾝｼｽｺ修道会 
青森聖母園マリア院   12・4・27  
命の造り主である主よ、私たちは、困難の

中、暗闇の中でこそあなたに希望し願い求

めます。あなたはいつくしみに満ちた方、子

どもたちが生きることを喜ばれる方です。 

今困難にある人たちが、私たちの兄弟であ

ることを深く自覚させてください。そして、私

たち自身の痛みとして感じ、祈りの中で共に

いることができるようにさせてください。 

 
 
 
 
 
 
 
青森明の星短期大学付属幼稚園 

    12・4・26 

神様、今日もお友だちや先生と皆一緒

にお祈りをします。 

大震災でいろいろなことを思いながら

生活している人たちが幸せになります

ように、神様のあたたかい光で照らし

てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
青森明の星中・高等学校 12・4・25 

私たちは祈り続けます。私たちと同じ

中学生や高校生の被害者の方々が、 

自分の夢や希望に向かう力を取り戻

すことができますように。 

大津波や地震を乗り越え、人々が復興

を成し遂げることができますように。

福島の原発の事故で住むところや仕

事を失った人々が、明日への希望を見

出すことができますように。 

主よ、私たちの祈りを聞き入れてくだ

さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

聖母被昇天修道会 青森修道院 

           12・4・25 

イエスはいつも共にいてくださる
から 信じて歩めば希望の灯が… 
 主において毎日一つの心でロザリ
オの祈りを捧げ続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

一 

浪打カトリック幼稚園 

     12・4・23 
マリア様、今も悲しみと苦しみの中
にいらっしゃる方々を心にとめ、天
のお父様にお取り次ぎください。 
ローソクの光のように、小さな私た
ちも、まわりの方々を、てらす光に
なることができますように。 

聖心幼稚園児の絵 



 
（５） 

 

 

 
藤聖母園 藤保育園   12・5・1 
“絆のローソク”の火が、希望の光とな

りますように。 

被災された方々と、目に見えない大切な

心と心でつながっていけますように。 

離れていても、いつも一緒です！ 

離れていても、いつも祈ってます！ 

 
   

 

聖テレジア幼稚園 12・5・14    東日本大震災で被災された全ての方、家

族の皆さんに祈りを捧げました。 

ローソクの灯に希望とつながりを感じ、

もう一度「絆」を考える機会となりまし

た。 

子どもたちの元気で明るい声が多くの

方々に届き、みんなが笑顔となり、前へ

進む力となることを信じ、これからも私

たちは神様に祈り続けます。 

 
 
 
 
 
 
藤聖母園 弘前大清水ホーム 

  12・5・16 
私たちができることは何より、大震災に
よって生命を失った方、かけがえのない
ご家族を失った方、たくさんの大切なも
のを失った方々がいらっしゃることを、
いつまでも忘れず、今必要とされること
全てに微力ながら協力できることを願っ
ております。一日も早い復興と被害に遭
われた皆様の心が少しずつでも癒されま
すように祈っております。 

 
田島 

 

聖母被昇天修道会 弘前修道院 
     12・5・10 

東日本大震災、津波、原発事故から一
年余り、被災地からは、《忘れないで!》
の叫びが、強く心に響いてきます。そ
れに呼応して、日々、朝の祈りの中で
新たな意向を持ってお祈りしていま
す。様々な状況の中で、様々な立場の
方々が、復興、再生に向けて立ち上が
ろうとしておられます。 

 
 
弘前カトリック幼稚園 

12・5・16 

弘前教会で、ガブリ神父様と全園児が集

い、絆のローソクを囲んで、お祈りしまし

た。今もなお、苦しみのうちにおられる

方々が、一日も早く安心して過ごせる日

が訪れますように、これからも祈り続けま

す。 

 
 
 
オタワ愛徳修道女会 弘前修道院 

     12・5・12 
♪♪わたしたちは 主においてひとつ 
イエスは いつでもともにいうから♪♪ 
イエスを信じ、“希望の灯”を見つめて 

ご一緒に歩んでまいりましょう！ 

 
 
 
 
 
 

殉教者聖ｹﾞｵﾙｷﾞｵのﾌﾗﾝｼｽｺ修道会 

藤の園マリア院     12・4・30 

主を呼ぶ人すべてに近くいまし 
まことをもって呼ぶすべてに近くいまし 
主を畏れる人々の望みをかなえ 
叫びを聞いて救ってくださいます。 

（詩編145） 

信頼を持って祈る私たちの願いを 
聞き入れてください。 

 
 
 
 
 
 
弘前教会      12・5・6 

被災地の皆様方と共に、わたしたちの
教会共同体との絆を大切に新しい創造
に向かって歩みを共にすることが出来
ますように。 

 
 
 
五所川原教会     12・5・13 

一人ひとりが心を寄せ合い、絆を深

め合うことによって、希望の光を見

出していくことが出来ますように。 

 
聖心幼稚園    12・5・17 

 

わたしたちかみさまとつなが（っ）ている



 
  （６） 

 
 

 

 
 
鮫町教会    12・5・27 

今日はマリア祭のため八戸塩町教会の
方々 にも参加していただきました。 
このローソクの灯が、豊かに燃え、聖霊
の光に照らされ、被災地の方々 にもその
光が届きますように。 

 

 

 

 

 

弘前大清水学園・大清水希望の家 
・養育支援センターおおしみず 

     12・5・18 
・震災で亡くなられた方々、また、そ
の苦しみの中で命を落とされた方々
が、天国で安らかにいこわれますよう
に…。 
・大切な人を亡くされた方々、住まい
や仕事を亡くし、今なお苦しみのうち
にある方々の上に神様の慰めがあり
ますように…。 
・この震災のために様々な支援活動を
している皆さんの上に神様からのた
くさんのお恵みがありますように…。
 

 
 
 
八戸塩町教会    12・6・3 

震災で亡くなられた方々が神様のも

とで安らかに憩うことができますよ

うに。また、大切な人を亡くし今なお

困難の中にある方々、福島第1原発の

放射能被害で避難されている方々が、

一日も早く安心して暮らせる日が来

ますように･･･ 

 
 
 
藤聖母園 弘前大清水保育園 

12・5・18
東日本大震災で、亡くなられた方、大
切な家族、友人、仲間を亡くされた
方々、住み慣れた家が流されたり、自
分の町に帰ることが許されず避難生活
をしている方々のために、１日も早い
復興と、希望を持って生きることがで
きますように願いを込めて、職員・園
児たちとお祈りをささげました。 

 
田島 

 

弘前明の星幼稚園  12・5・21
震災で大変な思いをされた方々が、
悲しい気持ちを乗り越えて笑顔で
元気に過ごせますように。 
神様、どうぞあたたかい光をそそい
でください。明の星のマリアさま
が、いつも皆さんのそばにいて守っ
てくださいますように。みんなで心
を合わせてお祈りしました。 

 
 
 
 
 
 

黒石教会    12・5・20 
震災で亡くなられた方々、また、今そ
れによって苦しんでいる人たち、神様
のおんあわれみを必要としている人の
ために祈ります。 
これからも絆を深め、ローソクの光の
下で皆様が一日も早く平和な毎日を迎
えることが出来ますように。 

 
 
 
 
 
ファチマ幼稚園 12・5・30 

 [共同祈願] 

教師：東日本大震災で亡くなられた

方々が、天国で最も幸せな生活を送る

ことが出来ますように。 

子ども：おうちがながされてしまったひと

や、はたらくこころがなくなったひとを、

たすけてください。 

子ども：ほうしゃのうがいっぱいで、おう

ちにもどれないひとや、はたけしごとが

できないひとをたすけてください。 

子ども：がそりんや、おみずや、でんき

のたいせつさがよくわかりました。 

みんなでちきゅうにやさしいせいかつ

が出来ますように。 

教師：東日本大震災でお心が寂しくな

った方々が、一日も早く元気になります

ように。 

 

 

 

 

 

 

聖ウルスラ修道会 塩町修道院 

     12・6・4 

震災から 1年 3 か月、祈りの中で皆様
と共に歩く思いと、小さな働きを心が
けて参りましたが、今ローソクを前に
して「互いに愛しあいなさい」という
主のみ言葉を改めて思いました。厳し
い日々の生活の中で、復興への歩みを
続けられる皆様と共に、私どもは、世
界の方々と心を合わせてお祈りを続
けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

イメルダ幼稚園  12・6・5 

教会聖堂にて“ローソクのつどい”を行いまし
た。神父様と共に、お祈りをお捧しました。 

～こどもたちから出た おいのり～ 
＊皆が 元気に なりますように 
＊なくなった人たちが 神様のいる 天国にいけ 
ますように 
＊大切な人たちが 神様から 良いプレゼントが 
もらえますように 
＊もう地震が きませんように 
子どもたちの手は 小さく 大きなお手伝いは出来
ませんが、お祈りをすることにより、苦しみのう
ちにある方々 の心に ローソクのような明りを灯
すことが出来ますように。 



 
（７） 

 

 

 

 

 

 

ドミニコ会ロザリオの聖母修道院 

     12・7・5

被災者、犠牲者、様々なかたちで支

援されている方々を主のみ前に携え

て祈っております。日本を再創造す

る小さな、しかし力強い希望の光を

見つめ、それが燃え上がる炎に成長

することを願いながら、火舎（ほや）

の役目を果たして行きたいと念じて

おります。 

 

 
 
 
 
 
四ツ家教会    12・7・15 

仙台教区年にあたって教区をくまなく
廻ってきたこのローソクリレーも四ツ
家教会で終わりになりました。 
昨年の震災では教区内も大きな被害が
ありましたが、全国のボランティアに
助けられながら立ち上がりつつありま
す。まだまだ多くの援助が必要です。 
苦しむ人、悲しむ人々に寄り添い希望
の灯を灯すことが出来ますように。 

 

 

 

 

 
聖ウルスラ修道会 田面木修道院 

     12・6・7 

神は愛 
東日本大震災で亡くなった方々
のため、被災地で生きるすべて
の人々のために、心を共にして
お祈りを続けます。 

 
 
 
 

志家教会    12・7・8 

東日本大震災の昨年7月より1年をか

け、仙台司教区の全教会、修道会、教

育・福祉施設などをまわり、52番目(53

教会中)の当教会に到着した「絆のロー

ソク」を目の前にし感動しております。

教区内の皆様のお祈りでつないでこら

れた「ローソク」のもとで、私たちも

共に祈る恵みに感謝いたします。 

「主において、私たちはひとつ」を心に

留め、これからも共同体として祈りをさ

さげて参りたいと思います。 

盛岡白百合学園小学校 12・7・6 

絆のローソクに灯を灯し、児童職員
が心をひとつにして祈りました。 
東日本大震災で亡くなった方、まだ
苦しみの中にいる方、復興のために
がんばっている方たちに、この祈り
が届きますように。そして、絆のロ
ーソクを囲んだ祈りのリレーが、こ
の先も力強く広がっていくことを信
じています。 
これからも、被災地で頑張る方たち
のために子どもたちと共に祈り続け
ます。 

 
 
 
 
 
 
盛岡上堂教会   12・7・1 

あそこへ行けば楽しいと言われるよう

な教会でありたいと願っています。 

新しい人が来てくれることを祈りなが

ら。 

 
 
 
 
 
 
 

 

久慈教会    12・6・9 

東日本大震災の死者、行方不明者の安

息を祈ります。 

一日も早い復興を祈願し、身近な人た

ちを支え、愛し合おう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
八戸聖ウルスラ学院 

幼稚園・中学・高等学校 12・6・8 

学院のマリア祭の中で、「絆のローソク」が引

き継がれました。 

マリア様 
東日本大震災からやっと1年たちました。ロー
ソクを見てあの日のことを思い出し祈ります。
復興が進まない地域があり、地震により生活が
変わり、悩みながらも頑張っている人がたくさ
んいます。少しでも笑顔と平和な生活に戻る希
望が見えますように。 
開発途上にある多くの国が、自分たちの困難や
貧しさにもかかわらず、物資や義援金をくださ
ったことに感謝します。人々の優しい心にふさ
わしい豊かな国に成長できますように。 

(中3代表の祈り)

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
シャルトル聖パウロ修道女会 

盛岡修道院    12・7・11 

「仙台教区 常に新しい創造」をタス
キに絆のローソクをバトンに一年間
仙台教区内を結んだリレーがゴール
に近づいています。私たちは岩手県の
内陸、盛岡の地でこれからも教区の一
致と東日本大震災の被害からの復興
を願い祈り続けます。 

仙台教区「絆のローソクリレー」の写真とメッセージを201号（11年９月４日）から掲

載してきましたが、今回で終了です。今年７月16日の岩手県大会で、絆のローソクが、司

教様に返納され、リレーが終了しました。これからも、被災者の方々に寄り添い続け、絆

を強めていくことが出来ますようにと祈りを込めて…。 



（８）   

 

 

あ
べ
９
月
30
日(

日)

の
ミ
サ

に
は
、
原
町
教
会
に
と
て
も
多

く
の
教
会
の
信
者
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
日
は
、
前
か
ら
計
画
さ
れ

て
い
た
宮
城
県
南
４
教
会
の
皆

様
と
の
初
め
て
の
交
流
の
日

だ
っ
た
。 

亘
理
教
会
、
角
田
教
会
、
白

石
教
会
、
大
河
原
教
会
の
皆
様

と
八
木
山
教
会
の
方
も
同
乗
し
、

大
型
バ
ス
で
、
原
町
教
会
に
お

出
で
に
な
っ
た
。 

ま
ず
は
、
あ
る
会
場
で
食
事

会
を
し
、
被
災
地
を
見
学
し
た

あ
と
、
午
後
２
時
か
ら
小
野
寺

神
父
様
・
狩
浦
神
父
様
司
式
に

よ
る
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。 

ミ
サ
に
は
、
東
京
の
徳
田
教

会
、
日
野
市
の
高
幡
教
会
、
福

島
の
松
木
町
教
会
、
元
寺
小
路

教
会
、
北
仙
台
教
会
、
Ｃ
Ｔ
Ｖ
Ｃ(

東
京

教
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー)

の
ス
タ
ッ
フ
、

原
町
ベ
ー
ス
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
も

含
め
、

総

勢

75
人

は
超
え

て
い
た

と
思
う
。 

松
木

町
教
会

は
、
第

五
日
曜
日
に
は
い
つ
も
原
町
を
訪
れ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
し
、
徳
田
教
会
の
方

は
、
来
た
と
き
に
は
い
つ
も
奏
楽
を
担

当
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

今
回
は
、
朗
読
や
奉
納
・
共
同
祈
願
を

各
教
会
で
分
担
し
て
う
け
持
っ
て
い
た

だ
い
た
。 

昨
年
の
３
・
11
の
大
震
災
以
来
、
信

徒
が
極
端
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
原
町
教

会
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
は
、
い

つ
も
助
け
て
い
た
だ
い
て
、
ミ
サ
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
依
頼
さ
れ
た
皆
様
が

「
喜
ん
で
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ

し
い
。 

今
回
は
、
初
め
て
宮
城
県
南
４
教
会

の
方
と
の
交
流
会
だ
っ
た
が
、
今
後
の

仙
台
教
区
の
地
区
制
に
対
し
て
の
第
一

歩
と
い
う
こ
と
も
で
き
、
今
後
の
活
動

が
さ
ら
に
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。 
 
 

(

原
町
教
会 

高
野 

郁
子) 

 

南
相
馬
地
区
被
災
地
見
学
と 

原
町
教
会
巡
礼 

八
木
山
教
会
は
、
「
新
し
い
創
造
」

の
基
本
計
画
の
一
つ
国
道
４
号
線
沿
い

の
内
陸
部
の
諸
教
会
が
国
道
６
号
・
45

号
線
沿
い
の
津
波
被
害
を
受
け
た
地
域

の
諸
教
会
と
の
交
流
、
支
援
を
継
続
し

て
き
た
。 

亘
理
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
参

加
や
合
同
ミ
サ
の
実
施
、
八
木
山
オ

リ
ー
ブ
の
会
の
亘
理
町
仮
設
訪
問
し
て

の
傾
聴
活
動
を
通
し
て
県
南
４
教
会
と

の
交
流
も

深
ま
っ
て

き
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

９

月

30
日
、
県

南
４
教
会

と
八
木
山

教
会
は
、

原
町
教
会

へ
の
巡
礼

を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
亘
理
14
名
、
角
田
１

名
、
大
河
原
９
名
、
白
石
６
名
、
八
木

山
12
名
、
合
計
42
名
と
小
野
寺
神
父

が
バ
ス
に
同
乗
し
た
。 

 

今
回
の
原
町
巡
礼
は
県
南
４
教
会
の

企
画
に
八
木
山
教
会
が
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
。 

 

私
た
ち
は
Ｃ
Ｔ
Ｖ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
の
案

内
を
受
け
、
南
相
馬
地
区
の
津
波
・
地

震
・
原
発
事
故
と
三
重
苦
に
苦
し
む
現

場
を
訪
問
。
本
年
４
月
に
警
戒
地
域
が

半
径
20
キ
ロ
か
ら
10
キ
ロ
に
縮
小
さ

れ
た
周
辺
は
昼
間
だ
け
帰
宅
が
許
さ
れ

た
地
域
で
、
い
ま
だ
に
船
・
車
・
家
屋

が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
ま
る
で
、
昨

年
の
震
災
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
だ
。
参
加
者
一
同
、
再
度
心
の
痛
み

を
感
じ
た
。 

 

原
町
教
会
の
ミ
サ
は
、
狩
浦
神
父
・

小
野
寺
神
父
の
共
同
司
式
で
行
わ
れ
、

Ｃ
Ｔ
Ｖ
Ｃ
を
は
じ
め
福
島
・
郡
山
の
教

会
や
東
京
・
神
奈
川
か
ら
の
信
者
も
参

加
。
聖
堂
い
っ
ぱ
い
に
聖
歌
が
響
き
、

中
学
生
が
侍
者
を
す
る
ミ
サ
に
狩
浦
神

父
も
感
激
し
て
い
た
様
子
。ミ
サ
に
よ
っ

て
新
た
な
活
力
を
与
え
ら
れ
、
相
互
の

絆
が
強
ま
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
早
期

復
興
を
祈
念
し
た
。 

（
八
木
山
教
会 

野
田
和
雄
） 

９
月
18
日
、
仙
塩
地
区
８
教
会
か
ら

106
名
が
参
加
し
、
被
災
地
石
巻
巡
礼
に

行
き
ま
し
た
。
北
上
川
が
桃
生
津
山
で

二
つ
に
分
か
れ
、
一
つ
は
旧
北
上
川
と

し
て
石
巻
市
街
地
へ
。

も
う
一
つ
は
大
き
く
蛇

行
し
て
東
に
、
白
浜
岬

と
長
面
浦
方
面
の
追
波

湾
へ
の
雄
大
な
流
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
追
波

川
と
も
い
い
、
中
洲
の

葦
原
が
有
名
な
と
こ
ろ

で
す
。 

大
川
小
学
校
は
対
岸
を

結
ぶ
大
き
な
橋
の
ふ
も

と
に
あ
り
ま
す
。 

右
手
は
海
へ
と
伸
び
る
山
が
連
な
り

海
岸
線
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

学
校
に
続
く
た
く
さ
ん
の
住
宅
は
跡
形

も
な
く
、
多
く
の
住
民
と
共
に
失
わ
れ

た
大
川
小
学
校
の
児
童
74
名
の
命
一

人
ひ
と
り
へ
心
を
こ
め
て
ロ
ザ
リ
オ
の

祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た=

写
真=

。
高
い
杉

の
木
立
が
津
波
で
枯
れ
て
い
る
様
子
に

子
ど
も
た
ち
の
恐
怖
は
い
か
ば
か
り
か

と
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

午
後
は
石
巻
教
会
へ
。
宍
戸
会
長
さ

ん
は
じ
め
信
徒
の
皆
さ
ん
の
温
か
な
出

迎
え
を
受
け
、
私
た
ち
の
指
導
司
祭
ラ

ト
ゥ
ー
ル
神
父
司
式
の
ミ
サ
に
一
緒
に

あ
ず
か
り
ま
し
た
。
ミ
サ
後
、
語
り
部

佐
藤
幸
子
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
一
つ
で
、
ご
主
人
と
命
だ
け
は

何
と
か
助
か
っ
た
も
の
の
す
べ
て
を

失
っ
た
と
の
こ
と
。
「
何
も
か
も
人
様

に
い
た
だ
く
惨
め
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
」

と
の
言
葉
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
「
五
行
歌
＝
字
数
に
こ
だ

わ
ら
ず
五
行
で
表
現
す
る
詩
歌
＝
で
伝
え
る

被
災
体
験
…
あ
の
日
の

私
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」

と
題
し
て
の
お
話
は
、

前
か
ら
続
け
て
い
た「
五

行
歌
」
の
作
詞
に
戻
れ

て
合
唱
曲(

生
き
る
の
で

す
よ)

も
で
き
、
今
前
に

進
め
る
。
や
っ
と
の
思

い
で
教
会
の
門
を
開
け

て
み
た
ら
、
み
ん
な
が

待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

聖
歌
400
番
の
「
小
さ
な

人
び
と
」
が
大
好
き
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
深
い
感
動
に
包
ま
れ
て
大
き

な
拍
手
を
贈
り
、
神
様
に
繋
が
れ
て
共

に
生
き
る
こ
と
を
心
に
と
め
ま
し
た
。 

日
和
山
公
園
を
ま
わ
り
、
少
し
で
も

お
買
い
物
で
協
力
と
、
山
形
屋
さ
ん
と

井
上
海
産
物
店
さ
ん
の
土
産
品
を
手
に

感
謝
の
う
ち
に
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

(

元
寺
小
路
教
会 

阿
部 

利
枝) 

仙台教区「新しい創造」への取り組み 原
町
教
会
で

10

教
会
か
ら
集
い
合
同
ミ
サ 

大
川
小
学
校
で
の
祈
り
と 

 

震
災
語
り
部
と
の
集
い 

あ
け
の
星
会
・石
巻
巡
礼 
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南
相
馬
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に 

 
さ
ゆ
り
幼
稚
園 

室
内
遊
び
場
落
成
式  

 

 

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
教
会
に
隣
接

し
て
い
る
さ
ゆ
り
幼
稚
園
で
、
10
月
５

日
「
室
内
遊
び
場
落
成
式
」
が
行
わ
れ

た
。
南
相
馬
市
長 

桜
井
勝
延
氏
、
建
設

関
係
者
、
保
護
者
会
会
長
、
顧
問
、
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
援
助
部
会
秘
書 
成
井

大
介
神
父
な
ど
、
少
数
の
人

を
招
い
て
の
小
さ
な
落
成

式
。 

 

さ
ゆ
り
幼
稚
園
は
、
福
島

第
一
原
発
事
故
以
来
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
ま
で
園
児
が
85
人
い
た

が
、
７
ヶ
月
間
園
児
を
迎
え

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
除
染
作
業
を

し
た
り
、
や
れ
る
努
力
に
全
力
を
尽
く

し
、
や
っ
と
、
幼
稚
園
再
開
に
こ
ぎ
つ

け
、
園
児
も
０
人
か
ら
今
で
は
21
人
に

増
え
た
。
５
人
い
た
先
生
も
３
人
に
な

り
、
こ
の
苦
難
の
道
を
共
に
歩
い
て
き

た
。 

「
創
設
か
ら
60
年
た
っ
て
い
る
こ
の
幼

稚
園
が
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
地
域
の

中
で
ど
の
よ
う
に
使
命
を
果
た
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
と
考
え

ま
し
た
。
外
で
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
に
、
砂
場
付
室
内

遊
び
場
が
ほ
し
い
、
と

思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

経
済
的
な
力
が
あ
り
ま

せ
ん
。
奇
跡
を
求
め
ま

し
た
。
今
、
こ
の
夢
が

実
現
し
た
の
は
、
カ
リ

タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
力
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
改
め
て
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
園
長
の
ラ

ト
ゥ
ー
ル
神
父
。 

続
い
て
、
保
護
者
会
会
長
が
「
自

分
の
子
ど
も
も
外
で
遊
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
つ
ら
さ
を
味
わ
い
ま
し

た
の
で
今
日
は
本
当
に
う
れ
し
い
」

と
挨
拶
。
工
事
経
過
は
、
教
会
、
幼

稚
園
を
施
行
し
、
ご
自
身
も
卒
園
生

と
い
う
庄
司
建
設
副
社
長
さ
ん
が
経

過
報
告
。
園
児
が
減
少
し
て
、
空
い

た
３
部
屋
の
う
ち
２
部
屋
を
砂
場
に

し
、
１
部
屋
を
板
の
間
の
遊
び
場
に

し
、
各
部
屋
の
は
す
か
い
を
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
の
よ
う
に
、
園
児
が
遊
べ
る

よ
う
に
工
夫
し
た
、と
説
明
。
そ
の
後
、

感
謝
状
が
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
と
庄
司

建
設
に
手
渡
さ
れ
た
。 

来
賓
祝
辞
で
、
顧
問
の
渡
辺
恭
伸
氏

は
、
３
・
11
以
降
の
園
長
と
先
生
方
の

苦
労
に
つ
い
て
話
し
、
こ
の
「
砂
場
付

室
内
遊
び
場
」
を
南
相
馬
市
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
よ
う
、
と
明
る
い
希
望
を

表
明
さ
れ
、
主
任
の
蒲
田
先
生
が
感
謝

の
言
葉
と
、
こ
の
砂
場
を
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
も
開
放
す
る
こ
と
、
幼
稚
園

が
終
わ
っ
た
後
の
時
間
を
そ
れ
に
当
て

る
こ
と
を
発
表
し
、落
成
式
を
終
え
た
。

そ
の
後
、
砂
場
に
行
き
、
来
年
卒
園
す

る
３
人
の
園
児
が
砂
場
に
入
り
遊
び
始

め
た
。
来
賓
も
お
客
様
も
一
緒
に
砂
遊

び
を
楽
し
み
、
園
児
が
い
つ
ま
で
も
砂

場
か
ら
離
れ
ず
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、

砂
遊
び
が
幼
児
の
発
達
上
、
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
い
う
先
生
の
言
葉
が
思
い

出
さ
れ
た
。 

 

ロ
ザ
リ
オ
作
り
、
宣
教
の
た
め
祈
る 

第
５
回 

こ
ど
も
の
祈
り
の
集
い 

「
世
界
の
福
音
宣
教
の
た
め
に
共
に

ロ
ザ
リ
オ
を
祈
り
ま
し
ょ
う
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
10
月
６
日
、
仙
塩
地
区
教

会
学
校
主
催
の
第
５
回
「
こ
ど
も
の
祈

り
の
集
い
」
が
、
北
仙
台
教
会
で
開
か

れ
た
。 

10
月
は
「
ロ
ザ
リ
オ
の
月
」
、
全
世

界
で
「
世
界
宣
教
」
の
た
め
に
祈
る
よ

う
、
教
皇
様
か
ら
招
か
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
仙
台
市
内
の
修
道
会
・
宣
教
会
が
、

自
分
た
ち
の
会
が
ど
こ
で
宣
教
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
を

見
せ
な
が
ら
話
し
、
そ
の

後
、
「
福
音
宣
教
」
に
つ

い
て
ラ
ト
ゥ
ー
ル
神
父（
北

仙
台
教
会
）
の
話
を
聞
い

た
。
子
ど
も
た
ち
に
わ
か

り
や
す
く
、
聖
ド
ミ
ニ
コ

の
例
を
引
き
な
が
ら
「
自

分
の
心
に
あ
る
福
音
の
喜

び
を
伝
え
る
」
こ
と
を
話

さ
れ
た
。
場
所
を
信
徒
ホ
ー
ル
に
移
動

し
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
の
も
と
、
１
連

ず
つ
玉
の
色
が
違
う
き
れ
い
な
「
宣
教

の
ロ
ザ
リ
オ
」
を
一
人
ひ
と
り
が
作
り=

写
真=

、
自
分
で
作
っ
た
ロ
ザ
リ
オ
で
、

世
界
の
宣
教
の
た
め
に
、
大
陸
別
に
意

向
を
入
れ
、
花
や
ロ
ー
ソ
ク
を
さ
さ
げ

な
が
ら
１
環
の
ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
た
。 

今
回
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
は
、
メ

キ
シ
コ
か
ら
司
教
様
と
神
父
様
が
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
最
後
に
は
、
荘
厳
に

祝
福
し
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
。
こ
の
集
い
は
、
各
教
会
を
知

る
た
め
に
も
、
場
所
を
持

ち
回
り
で
、
昨
年
か
ら
、

年
３
回
の
予
定
で
続
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
参

加
し
た
子
ど
も
、
保
護
者

の
方
々
か
ら
、
「
信
仰
を

生
活
に
密
着
し
た
も
の
と

し
て
養
成
す
る
た
め
に
、

と
て
も
役
に
立
つ
」
と
喜

ば
れ
て
い
る
。 

― 福島でテゼの祈りをしませんか ― 

「テゼの祈り」は、フランスのテゼ村ではじまった歌の

お祈りです。短く単純な歌を何回も繰り返すことで心を合

わせ、祈りを深めていきます。声を出し、歌を繰り返すこ

とで心が静まっていきます。忙しい毎日の中、忘れてしま

った静寂を思い出します。歌が苦手な人でも大丈夫、難し

いメロディーではありません。キリスト教信者でなくても

大丈夫。心静かなひとときを一緒に過ごしてみませんか。 

今回は、特別にフランスのテゼからブラザー・ギランが

来福します。ぜひ足をお運びください。 

ブラザー・ギラン＜ テゼ共同体の修道士＞ 略歴 

ベルギーに生まれる。テゼに入会後、医師と 

して働くが、まもなくアジア・オセアニア担 

当になり、毎年各地で黙想会などを開催。 

東日本大震災後は、被災地での祈りの集いや 

ボランティア活動に加わる。 

[日 時]１２月３日（月）午後７時～午後８時30分ごろ 

[場 所]福島市松木町カトリック教会にて 

[連絡先]定方一悦（さだかたかずよし）024―545-6851 

Sr. ラマーシュ024-534-4412 松木町教会024-534-5947 

[主 催]松木町カトリック教会「いずみとぶどうの会」 

   み国が来ますように 
私たちは、毎日「主の祈り」を唱えて

います。「…み国が来ますように、みこころが

天におこなわれるとおり地にもおこなわれます

ように…」と。 

これは、今、私たちが暮らしている現実の社

会の中に、神のみこころが反映した「神の国」

が実現するようにとの祈りです。 

しかし、現代社会は、神のみこころとはほど

遠い多くの問題を抱えています。地球環境問

題、経済格差、紛争、原発の問題等々。 

そのような中で、第二バチカン公会議開幕50

周年を迎え、「信仰年」は世の唯一の救い主で

ある主に対する誠実で新たな回心への招きです

と教皇ベネディクト十六世は「信仰年」の開会

を告げました。 

２１世紀の地球環境を守るためには、いかに

限られた資源を共有しながら、その責任を担っ

ていくのか。地球規模の責任が一人ひとりに委

ねられているのではないでしょうか。 

（地球を大事にする会 岩井 誠） 
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新
刊
案
内 

ク
リ
ス
マ
ス
絵
本 

今
回
は
、
い
つ
も 

と
違
っ
て
、
カ
ト 

リ
ッ
ク
各
出
版
社 

か
ら
ク
リ
ス
マ
ス 

に
向
け
て
出
さ
れ 

て
い
る
各
出
版
社 

か
ら
の
絵
本
を
選 

ん
で
紹
介
し
ま
す
。 

『
さ
い
こ
う
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
』

発
行 

サ
ン
パ
ウ
ロ
／
定
価 

800
円
＋
税 

―
ク
リ
ス
マ
ス
の
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

神
様
か
ら
こ
の
世
界
に
贈
ら
れ
た
イ
エ
ス
さ

ま
。
厚
い
ボ
ー
ル
紙
の
温
か
い
色
調
で
描
か

れ
た
小
型
絵
本
。 

『
ト
ナ
カ
イ
さ
ん
の 

お
て
つ
だ
い
』 

 

発
行 

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
／
定
価
800
円
＋
税

―
本
の
形
が
ト
ナ
カ
イ
の
型
に
な
っ
て
い
て
、

色
も
き
れ
い
な
か
わ
い
い
絵
本
で
す
。
お
手

伝
い
の
大
切
さ
を
教
え
ま
す
。 

『
ク
リ
ス
マ
ス
の
う
た 

も
の
が
た
り
』 

発

行 

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
／
定
価
940
円
＋
税 

世
界
で
歌
わ
れ
て
い
る
「
き
よ
し
こ
の
夜
」

の
誕
生
の
お
話 

『
せ
い
し
ょ
か
ら
10
の
お
は
な
し
』 

発
行 

女
子
パ
ウ
ロ
会
／
定
価
１
３
０
０
円

＋
税
―
―
「
ち
い
さ
な
て
ん
し
た
ち
へ
」
の

シ
リ
ー
ズ
。
ア
ダ
ム
と
エ
バ
、
ノ
ア
、
ア
ブ

ラ
ハ
ム
、
モ
ー
セ
、
ダ
ニ
エ
ル
、
と
い
う
旧

約
の
話
が
つ
づ
き
、
イ
エ
ス
の
誕
生
、
イ
エ

ス
の
宣
教
、
奇
跡
、
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
、
復

活
の
お
話
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
聞

か
せ
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
で
す
。 

『
て
ん
し
と
こ
ひ
つ
じ
』 

 

発
行 

女
子
パ
ウ
ロ
会
／
定
価
１
２
０
０
円

＋
税
―
―
少
年
ベ
ン
の
子
羊
が
逃
げ
出
し
ま

し
た
。
そ
の
夜
ベ
ン
と
子
羊
は
天
使
の
助
け

に
よ
っ
て
イ
エ
ス
様
の
と
こ
ろ
で
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

今
年
の
夏
も
、
７
月
31
日
か
ら
８
月

９
日
の
10
日
間
に
わ
た
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
共
和
国
ダ
バ
オ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
州
の

マ
チ
市
で
体
験
学
習
お
よ
び
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
始
ま

り
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
同
じ

ア
ジ
ア
の
仲
間
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
、

①
文
化
を
学
び
、
②
友
達
に
な
り
、
③

貧
し
い
国
の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
子
ど
も
た
ち
に
高
校
生
と
し
て
何
が

で
き
る
か
を
学
び
、
行
動
す
る
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
英
語

の
学
習
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

６
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
引
率
の
２
名

の
先
生
方
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を

し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
体
験

し
て
き
ま
し
た
。 

マ
チ
市
に
あ
る
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
（
無
原
罪

聖
母
宣
教
女
会
経
営
）
の
生
徒
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ

の
授
業
に
参
加
し
た
り
、
生
徒
た
ち
と

の
様
々
な
交
流
を
通
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

チ
郊
外
・
近
郊
の
山
村
マ
ラ
ヤ
グ
と
そ

の
近
郊
の
ラ
グ
カ
ワ
ン
の
三
カ
所
で
の

Ｏ
ｕ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）。
模
造
紙
大
の
手
作
り
紙
芝
居
（
今

年
は
「
浦
島
太
郎
」=

写
真=

）
の
披
露
、

お
や
つ
の
配
食
、
日
本
か
ら
持
参
し
た

約
600
本
の
歯
ブ
ラ
シ
と
タ
オ
ル
の
配
布

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
現
地
の
子
ど

も
た
ち
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を

学
び
、
帰
国
後
ど
の
よ
う
な
活
動
が
で

き
る
か
を
学
ん
で
来
ま
し
た
。
持
参
し

た
歯
ブ
ラ
シ
や
タ
オ
ル
は
、
全
校
生

徒
・
近
く
の
長
者
中
一
年
生
・
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
八
戸
等
の
協
力
で
集
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 
 

も
う
一
つ
の
柱
は
、
現
地
の
児
童
養

護
施
設H

ouse of Joy 

と
の
交
流
で

す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
る
烏
山
さ

ん
ご
夫
婦
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
養
護

施
設
で
、
日
々
の
衣
食
住
に
苦
し
む
子

ど
も
（
両
親
、
ま
た
は
父
親
の
死
去

や
幼
児
虐
待
等
）
を
保
護
し
、
衣
食

住
お
よ
び
学
習
の
機
会
を
与
え
、
健

康
な
ど
の
成
長
を
援
助
す
る
事
を
目

的
と
し
、
現
在
30
数
名
の
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
日
本
か
ら
は
年
間
200

名
を
超
え
る
青
年
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
で
訪
れ
て
お
り
、
長
崎
の
教

会
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
で
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
も
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
大
き
な

体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
会
で

は
、
毎
年
こ
の
施
設
に
サ
ッ
カ
ー
ボ

ー
ル
を
贈
っ
て
い
ま
す
。 

 

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
帰
国
後
、

自
ら
の
体
験
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
周

囲
の
人
々
に
積
極
的
に
伝
え
る
な
ど
、

今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
け

ば
、
自
分
た
ち
の
経
験
が
よ
り
良
い

も
の
に
な
る
か
を
考
え
な
が
ら
行
動

を
し
て
お
り
、
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学

院
の
建
学
の
精
神
を
肌
で
感
じ
、
体

験
で
き
る
貴
重
な
行
事
と
し
て
、
今

後
も
続
け
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。 

 
 
 

（
教
頭 

里
村 

智
彦
） 

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
体
験
学
習
・
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
中
学
・
高
等
学
校 

＊
仙
台
教
区
生
涯
養
成
講
座
＊ 

①
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
学
ぶ 

講
師 

平
賀
司
教
・
佐
々
木
博
神
父

13
時
〜
14
時
20
分 

②
私
の
信
仰
と
は 

講
師 

横
島
健
二
神
父 

14
時
30
分
〜
15
時
50
分 

10
月
〜
２
０
１
３
年
９
月
ま
で 

毎
月 

第
３
土
曜
日 

元
寺
小
路
教
会 

第
１
回
目
は
、10
月
13
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
両
講
座
と
も
若
干
の
空

き
が
あ
り
ま
す
。
受
講
ご
希
望
の
方

は
教
区
事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：022

‐222

‐7371

玄
嗣
（
や
ま
う
ら 

は
る
つ
ぐ
）
氏
に
よ
る
「
心

に
響
く
《
よ
き
た
よ
り
》」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
約
100
名
の
参
加

者
が
耳
を
傾
け
た
。
山
浦
氏
は
学
生
時

代
の
弘
前
教
会
で
の
忘
れ
が
た
い
体
験

や
聖
書
を
自
ら
翻
訳
す
る
こ
と
に
な
っ

た
過
程
を
話
さ
れ
、
聖
書
は
ま
ず
常
識

で
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
常
識
で

説
明
で
き
な
い
個
所
に
は
何
か
が
隠
さ

れ
て
い
る
、
教
会
の
中
で
は
「
正
し
い

か
正
し
く
な
い
か
」
で
は
な
く
、「
や

さ
し
い
か
や
さ
し
く
な
い
か
」
が
問
題

な
の
だ
、
な
ど
と
語
ら
れ
た
。
講
演

会
の
後
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
仙
台
支
部
の
総
会

が
行
わ
れ
、
理
事
会
報
告
、
会
則
の

変
更
、
大
震
災
後
の
仙
台
支
部
の
活

動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
度
も
快
く
会
場
を
提
供
し
準
備

し
て
く
だ
さ
っ
た
弘
前
教
会
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
仙
台
支
部
溝
口
由
美
子
） 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会(

Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ) 

・
看
護
協
会(

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ)

仙
台
支
部 

弘

前

で

の

集

い 

７
月
21
日
弘
前
い
わ
き
荘
を
会
場

と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
・
Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
仙
台
支

部
第
三
回
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
昨
年

の
大
震
災
の
た
め
延
期
と
な
っ
て
い
た

が
、
こ
の
度
再
度
弘
前
で
集
う
こ
と
が

で
き
た
。
青
森
か
ら
６
名
、
岩
手
か
ら

３
名
、
宮
城
か
ら
は
11
名
、
総
勢
20
名

（
う
ち
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
13
名
、Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
２
名
、

司
祭
２
名
）
が
参
加
し
た
。
互
い
の
無

事
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
と
思
い
を
分
か
ち
合
う
豊
か
な
時
間

を
持
っ
た
。
翌
７
月
22
日
は
カ
ト
リ
ッ

ク
弘
前
教
会
で
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
主

日
の
ご
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
た
後
、
山
浦


